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＜作業スケジュール（参考）＞ 

※ 作柄判定ほ（田島・ひとめぼれ）の播種期平年値（４／２０）及び田植期

平年値（５／２４）から例示 
 

１ 気象情報 １か月予報（４／12～５／11） 仙台管区気象台発表(４／10) 

天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。

平均気温は高い確率６０％です。降水量は平年並または多い確率ともに  

４０％です。日照時間は少ない確率５０％です。期間のはじめは気温がかな

り高くなる見込みです。 

 
４月 ５月 

上 中 下 上 中 下 

苗床 苗床準備    

浸種 浸種    

催芽   催芽   

播種    播種  

育苗  育苗管理  

本田準備  （基肥施肥）・代かき  

田植え    田植え 

◎ 適切な温度管理及び病害対策（苗立枯病・もみ枯細菌病）を
行い、健苗を育てましょう。 

※この資料は、令和７年４月３日現在の農薬登録情報に基づいて作成しています。 

※この資料は、県ホームページでも公開しております。 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36250a/inasakugijyutujyouhou.html 

南会津農林事務所農業振興普及部   Tel 0241-62-5262 

南郷普及所     Tel 0241-72-2243 

ＪＡ会津よつば田島営農経済センター Tel 0241-63-1172 

       南郷営農経済センター Tel 0241-72-2554 

          下郷資材センター   Tel 0241-69-1088 

       只見資材センター   Tel 0241-84-2214 
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２ 育苗期間の温度管理 

（１） 出芽 
・ 育苗器の温度は２８℃としましょう。（２～３昼夜） 
・ 出芽率は８０～９０％、芽の長さは５～１０mmが目安です。 

 
（２） 緑化  
・ 育苗用被覆資材を平張りし、苗が緑化して、草丈が１．５～２cmにな
ったらはずしましょう。 

・ 緑化温度は日中２５℃、夜間１２～１５℃を目安に、２～３日程度管
理しましょう。 

・ ハウス内温度は２８℃を超えないように注意し、強光にはあてず、過
湿にならないようにしましょう。 

 

（３） 硬化 （緑化後から移植まで） 
・ 硬化期は換気をこまめに行い、ハウス内の温度は日中２０℃、夜間 

１０～１５℃を目安に管理しましょう。 

・ かん水は１日１回朝方に十分行いましょう。昼間に高温で、培土の表 

面に白い乾燥が見られたら、表面が湿る程度にかん水を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～プール育苗について～ 
病害の発生が少なく、かん水作業も軽減できます。プール育苗をす

る際は、下記の点に注意して行いましょう。 

・ 置床を均平にしましょう。 

・ 水の保温効果により苗が伸びやすいので、ハウス内の気温を 

１０～２０℃くらいに保ちましょう。 

・ 入水（１回目） 

緑化が終了し、第２葉が出始める時期に行いましょう。１回目
の入水深は培土表面より低くし、培土や苗が水で覆われないよう
にしましょう。 

 ・ 入水（２回目以降） 
プールに水の無くなる部分が出始めた都度行い、水深は培土と

同じ程度にしましょう。葉齢２葉期以降になったら草丈の半分程
度の深さとしましょう。 

・ 霜・低温対策 
霜や低温注意報が出ている場合､サイドビニールを閉め、プール

の高さまで湛水して(翌日に水の量を調節)､保温に努めましょう。 



３ 育苗期間の病害対策 

病害対策は、塩水選や播種時の殺菌剤処理による予防を基本とします。 

また、育苗期の適切な温度やかん水管理は、病害の発生を抑制するので、

徹底しましょう。 

 

（１）カビによる苗立枯病 

・ 原因菌ごとの病徴と発生要因 

原因菌 病徴 発生要因 

トリコデルマ 

床土の表面や種籾の周囲に白いカビが生
じ、しばらくするとカビは青緑色になりま
す。激しく発病すると出芽前に種籾があめ
色に腐敗し、出芽しても先端がよじれ、褐
変枯死します。 

床土の pH が低いほど発生が多くなりま
す。また、播種時のかん水が不十分で床土
が乾燥状態の時や保水力の小さな土壌を
床土にした場合も発生しやすいです。 

ピシウム 

出芽間もない幼芽が侵され根が水浸状に
褐変腐敗して苗が枯死する「腐敗枯死症
状」と、育苗後期の第 2～3 本葉期頃にこ
より状になり萎凋枯死する「萎凋枯死症状
（ムレ苗）」に分けられます。苗の地際部
や周囲の土壌表面にはカビが生じません。 

緑化期以降の低温との遭遇は発病を助長
します。 

フザリウム 

発芽直後から発生し、根や苗の地際部が褐
変腐敗します。苗の生育が悪く、地上部は
萎凋し、のちに黄化して枯死します。苗の
基部や籾の周囲に白色やピンク色のカビ
が生じます。 

緑化および硬化期間中の極端な温度変化、
特に１０℃以下の低温との遭遇は発病を
助長します。また、床土の乾燥と過湿の繰
り返しや肥料不足でも発生が助長されま
す。 

リゾープス 

出芽時に籾の周囲や床土表面に白い綿毛
状のカビが生じ、急速に繁殖して、育苗箱
全面を覆うこともあります。苗の生育は劣
り、黄緑色に退化して不揃いになり、ひど
い場合は枯死します。 

出芽期間中の３０℃を越すような高温や
緑化以降１０日頃までの１０℃以下の低
温は発生を著しく助長します。 

 

・ 有効な農薬 

下表は苗立枯病に有効な農薬の例です。最寄りの JA 支店や各販売店の情

報を参考に、使用薬剤を選択してください。 

農薬名 使用時期 適用病害虫 使用方法 
本剤の 
使用回数 

ナエファイン 
フロアブル 

は種時 

ピシウム菌 育苗箱１箱当たり
1000 倍液 500 ㎖を土
壌灌注する。 

２回以内 フザリウム菌 

リゾープス菌 

ダコニール
1000 

は種時から緑化
期(但し、は種
14 日後まで) 

リゾープス菌 
育苗箱１箱当たり 500
～1000 倍液 500 ㎖を
土壌灌注する。 

２回以内 

※ 育苗箱は１箱 30×60×3㎝、使用土壌 5ℓを基準。 

 

農薬は最新の登録内容を確認し、使用基準・使用方法等に従い正しく使いましょう 



（２）もみ枯細菌病 

発生すると苗が褐変腐敗し、容易に抜けやすくなります。育苗箱で発生

するとすり鉢状の坪枯れ症状になります。罹病籾が感染源となることから、

塩水選を徹底し、罹病籾を取り除きましょう。 

３０℃以上の高温多湿条件で発生しやすくなるので、催芽や出芽は必ず

２８℃以下で行いましょう。育苗中は温度管理に留意し、２８℃以下で管

理しましょう。 

一部でも発病が見られたら、その育苗箱は必ず廃棄し、移植には用いな

いようにしましょう。 

 
４ 耕起・代かき 
・ 均平はとれていますか？  

  耕起や代かきを丁寧に行い、ほ場の凹凸をなくしましょう。ムラのない

生育や、除草剤の効果を十分に発揮させるうえで重要です。 
・ 漏水はありませんか？ 

  モグラやネズミの穴がないか一度見回りを実施しましょう。 

 

５ 施肥 
 ・ 有機質資材や土壌改良材を施用し、土作りを行いましょう。 

 例１ 土壌改良材＋牛ふん堆肥 1トン/10a 

  例２ 土壌改良材＋鶏ふん堆肥 30kg/10a 以上 

 

・  基肥は下記の標準施肥量を参考に、ほ場の地力に応じて、施用しましょう。 

 

 

 

 

 

 
 
    

 

 

 

 

 

 

 

品種 
窒素施肥量(kg/10a) 

基肥 追肥 合計 

里山のつぶ ６～８ ２ ８～１０ 

天のつぶ ６～８ ２ ８～１０ 

ひとめぼれ ６～７ ２ ８～９ 

コシヒカリ ３～４ １～２ ４～６ 



 

◎ 春の農作業安全運動実施中（期間 ３／１～５／３１） 

春はトラクターを利用する機会が多くなり、農作業事故が 

発生しやすくなります。転落・転倒に注意して作業を進めま 

しょう。 

次回発行は５月（田植え～本田初期管理について）を予定 

令和７年２月の大雪による被害について 

 

 雪解けが進んだことにより、令和７年２月の大雪による被害が確認さ

れた場合、速やかにお住まいの町村へご連絡願います。 

 また、早急に被害ハウス等の撤去が必要な場合であっても、被害状況

の写真を記録として残すとともに、町村の指示に従って作業等を実施し

てください。 

大雪による被害の現状確認ができていない場合や証拠書類が揃わな

い場合、災害対策事業による補助が受けられなくなることもございます

ので、御理解と御協力をお願いします。 

 


